
近
世
後
期
の
瀬
戸
内
海
運

は

し

が

き

本
稿
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
運
を
と
り
あ
げ
、
瀬

戸
内
に
お
け
る
経
済
発
展
、
商
品
流
通
の
拡
大
、
全
国
的
商
品
流
通

網
と
の
か
か
わ
り
、
新
た
な
市
場
の
展
開
、
瀬
戸
内
内
部
で
の
発
展

の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

そ
こ
で
は
、
第

一
に
、
近
世
瀬
戸
内
廻
船
の
発
展
状
況
を
概
観
す

る
。
す
な
わ
ち
、
瀬
戸
内
地
域
に
お
い
て
廻
船
が
ど
れ
だ
け
発
展
し

て
い
た
の
か
、
そ
れ
は
全
国
的
に
見
れ
ば
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め

る
も
の
で
あ

っ
た
の
か
。
瀬
戸
内
地
域
内
部
に
お
い
て
地
域
的
な
差

異
は
存
在
し
た
の
か
。
近
世
の
瀬
戸
内
廻
船
の
位
置
づ
け
を
行
な

う
。
第
二
に
、
瀬
戸
内
の
廻
船
が
、
全
国
レ
ベ
ル
で
ど
の
よ
う
に
活

上

村

雅

洋

躍
し
て
い
た
の
か
。
全
国
の
商
品
流
通
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て

い
た
の
か
。
全
国
各
地
に
寄
港
し
た
瀬
戸
内
廻
船
の
動
向
を
明
ら
か

に
す
る
。
第
二
に
、
伊
予
国
三
津
港
の

「諸
国
入
船
帳
」
の
分
析
を

通
じ
て
、
瀬
戸
内
廻
船
の
地
方
レ
ベ
ル
で
の
動
向
を
考
え
る
。
す
な

わ
ち
、
瀬
戸
内
の
地
域
経
済
の
発
展
に
と
も
な
う
新
た
な
市
場
や
商

品
流
通
の
活
発
化
に
よ
る
近
距
離
輸
送
を
担
う
廻
船
に
つ
い
て
分
析

す
る
。
第
四
に
、
こ
れ
ら
の
瀬
戸
内
廻
船
の
特
性
を
踏
ま
え
、
近
世

後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
運
の
果
た
し
た
役
割
、
そ
の
背
景
に
つ
い

て
考
え
て
み
る
。

一　

瀬
戸
内
に
お
け
る
廻
船
の
発
展

ま
ず
、
近
世
に
お
け
る
廻
船
の
発
展
類
型
を
明
ら
か
に
す
る
中



で
、
瀬
戸
内
廻
船
の
全
国
的
な
位
置
づ
け
を
行
な
っ
て
お
こ
う
。
そ

こ
で
、
廻
船
発
展
度
の
指
標
と
し
て
次
の
四
つ
を
考
え
る
。
第

一

に
、
廻
船
数
の
増
加
。
す
な
わ
ち
、
廻
船
が
そ
の
地
域
で
ど
れ
だ
け

増
加
し
た
の
か
。
第
二
に
、
船
稼
形
態
の
変
化
。
自
国
で
生
産
し
た

商
品
の
輸
送
を
他
国
の
廻
船
に
任
せ
る
と
い
う
他
国
船
依
存
の
状
態

か
ら
、
し
だ
い
に
自
国
船
の
育
成
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
、
自
国
船

に
よ
る
自
国
産
品
の
輸
送
に
あ
た
る
自
国
船
稼
か
ら
、
さ
ら
に
他
国

の
商
品
輸
送
に
ま
で
従
事
す
る
他
国
船
稼
の
形
態

へ
と
変
化
し
た
の

か
。
第
二
に
、
多
数
廻
船
所
有
者
の
出
現
。
そ
れ
は
、
直
乗
船
頭
か

ら
沖
船
頭

へ
の
移
行
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
廻
船
所
有
者

が
自
ら
直
接
船
頭
と
し
て
乗
り
組
ん
で
経
営
に
当
た
る
直
乗
船
頭
か

ら
、
多
数
の
廻
船
を
所
有
し
廻
船
の
運
航
は
沖
船
頭
に
委
任
す
る
形

態

へ
の
変
化
に
よ
っ
て
多
数
廻
船
所
有
者
の
出
現
を
と
ら
え
よ
う
と

し
た
。
第
四
に
、
廻
船
の
大
規
模
化
。
小
規
模
廻
船
か
ら
中
規
模
廻

船

へ
、
さ
ら
に
大
規
模
廻
船

へ
と
廻
船
規
模
の
拡
大
が
見
ら
れ
、
輸

送
力
が
強
化
さ
れ
た
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。

以
上
の
廻
船
数
の
増
加
、
船
稼
形
態
の
変
化

（他
国
船
依
存
↓
自

国
船
稼
↓
他
国
船
稼
）、
多
数
廻
船
所
有
者
の
出
現

（直
乗
船
頭
↓
沖

船
頭
）、
廻
船
の
大
規
模
化

（小
規
模
廻
船
↓
中
規
模
廻
船
↓
大
規
模
廻

船
）
と
い
う
四

つ
の
指
標
を
用

い
て
、
貞
享
四
年

（
三
ハ
八
七
）

～
明
治
三
年

（
一
八
七
〇
）
に
お
け
る
瀬
戸
内
に
位
置
す
る
讃
岐
国

直
島
周
辺
で
の
難
船
史
料

（一壬
一一
四
艘
）
の
船
籍
を
分
析
す
る
と
、

廻
船
の
発
展
度
合
い
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
に
四
つ
の
地
域
に
分
類
さ

れ
る
。
第

一
に
、
最
も
古
く
か
ら
廻
船
の
発
達
し
た
地
域
に
は
、
大

坂

・
摂
津

・
紀
伊

・
讃
岐
の
瀬
戸
内
東
部
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は

す
で
に
他
国
船
稼

・
沖
船
頭

。
大
規
模
廻
船
が
見
ら
れ
た
。
第
二

に
、
文
化
期

（
一
八
〇
四
～

一
七
）
以
降
、
ほ
ぼ

一
九
世
紀
以
降
に

廻
船
が
発
展
し
て
く
る
地
域
に
は
、
周
防

。
安
芸

・
伊
予

・
豊
後
の

瀬
戸
内
西
部
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
廻
船
数
の
増
加

。
自
国
船
の

充
実

・
沖
船
頭
の
出
現

・
廻
船
の
大
規
模
化
が
見
ら
れ
た
。
第
二

に
、
幕
末
期
に
至

っ
て
あ
る
程
度
の
廻
船
の
発
展
が
見
ら
れ
た
地
域

に
は
、
北
国

。
出
雲

・
石
見

。
長
門

。
日
向

・
薩
摩
が
あ
げ
ら
れ
、

そ
こ
で
は
他
国
船
依
存
か
ら
の
脱
却

・
自
国
船
の
育
成

。
沖
船
頭
と

中
規
模
廻
船
の
出
現
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
四
に
、
幕
末

に
至

っ
て
も
ま
だ
廻
船
の
発
展
が
顕
著
で
な
い
地
域
に
は
、
松
前

。

肥
前

・
土
佐
が
あ
げ
ら
れ
、
そ
こ
で
は
小
規
模
廻
船
の
発
展
は
見
ら

れ
た
が
、
ま
だ
他
国
船
に
大
き
く
依
存
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

以
上
の
四
つ
の
分
類
か
ら
す
る
と
、
瀬
戸
内
に
お
け
る
廻
船
発
展
レ

ベ
ル
の
高
さ
が
理
解
で
き
る
。
特
に
、
瀬
戸
内
で
も
東
部
は
古
く
か

ら
廻
船
業
が
発
展
し
、
西
部
も
や
や
遅
れ
る
が

一
九
世
紀
以
降
廻
船



の
発
展
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
い
ず
れ
も
廻
船
業
の
先

進
地
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
一　

瀬
戸
内
廻
船

の
活
躍

そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
瀬
戸
内
廻
船
は
、
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て

い
た
の
か
。
「入
船
帳
」
「客
船
帳
」
な
ど
を
中
心
に
全
国
各
地
で
活

躍
し
て
い
た
瀬
戸
内
廻
船
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
瀬
戸
内
廻
船
の
先
進
性
を
享
保

一
〇
年

（
一
七
二
五
）

～
寛
政

一
〇
年

（
一
七
九
八
）
に
佐
渡
国
の
真
更
川

へ
入
津
し
た
廻

船
七
〇
九
艘
の
船
籍
を
通
じ
て
確
認
し
て
お
こ
う
。　
そ
こ
で
の
入

津
船
は
、
加
賀

・
越
前
な
ど
の
北
陸
地
方
と
摂
津

・
讃
岐

・
播
磨
な

ど
の
瀬
戸
内
東
部
地
域
の
廻
船
が
中
心
で
あ

っ
た
。
な
か
で
も
、
大

規
模
廻
船
を
主
と
し
て
有
す
る
の
は
、
大
坂
四
六
艘
、
播
磨
四
三

艘
、
摂
津

（大
坂
を
除
く
）
三
六
艘
、
和
泉
二
四
艘
、
塩
飽

（讃
岐
）

四

一
般
、
備
前

一
五
艘
な
ど
で
あ
り
、
大
坂
は
八
八
％
、
播
磨
は
九

八
％
、
摂
津
は
九
七
％
、
和
泉
は
八
九
％
、
塩
飽

・
備
前
は

一
〇

〇
％
が
大
規
模
廻
船
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
た
。
特
に
、
大
規
模

な

一
五
人
乗
以
上
の
廻
船
を
有
す
る
の
は
、
摂
津
二
四
艘
、
大
坂

一

四
艘
、
播
磨

一
四
艘
、
塩
飽

一
四
艘
、
備
前
九
艘
、
和
泉
五
艘
、
羽

後
四
艘
、
周
防
四
艘
、
讃
岐
四
艘
、
肥
前
三
艘
な
ど
で
あ
り
、
瀬
戸

内
東
部
地
域

（た
と
え
ば
、
讃
岐
の
塩
飽
、
摂
津
の
大
坂

。
兵
庫
、
和

泉
の
堺

・
佐
野
な
ど
）
は
、
比
較
的
古
く
か
ら
廻
船
が
発
達
し
た
地

域
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
廻
船
は
、

主
に
材
木

。
米
の
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
。

次
に
、
弘
化
三
年

（
一
八
四
工Ｃ

～
明
治
四
年
に
越
後
国
出
雲
崎

の
泊
屋

へ
入
津
し
た
廻
船
二
九
二
九
艘
を
見
る
と
、
越
後
六
五
九
艘

宝

二
％
）、
越

中

四
五

二
艘

（
一
五
％
）、
但
馬

三
七

六
艘

（
一

三
％
）、
越
前
二
八
七
艘

（
一
〇
％
）、
石
見
三
二
三
艘

（八
％
）、
丹

後
二

一
六
艘

（七
％
）、
能
登

一
七
二
艘

（六
％
）、
加
賀

一
三
二
艘

（五
％
）
で
あ
る
。
北
陸

・
山
陰
地
方
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
八

か
国
で
八
六
％
を
占
め
る
。
こ
れ
に
は
、
小
規
模
廻
船
も
多
数
含
ま

れ
て
お
り
、
同
じ
廻
船
が
繰
り
返
し
何
度
も
入
津
し
て
い
る
た
め
、

越
後
周
辺
諸
国
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
瀬
戸
内
で
は
、
摂
津

四
三
艘
、
長
門
三
五
艘
、
讃
岐

一
五
艘
、
和
泉

一
三
艘
、
周
防
九

艘
、
備
中
七
艘
、
伊
予
五
艘
、
阿
波
三
艘
、
播
磨
二
艘
、
備
後
二

艘
、
安
芸
二
艘
な
ど
が
見
ら
れ
、
瀬
戸
内
廻
船
の
活
躍
が
あ
る
程
度

確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
瀬
戸
内
廻
船
の
規
模
は
不
明
で
あ
る
が
、

瀬
戸
内
か
ら
越
後
ま
で
は
相
当
な
航
行
距
離
が
あ
る
た
め
、
た
ぶ
ん

佐
渡
国
と
同
様
に
大
規
模
な
廻
船
が
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
延
享
元
年

（
一
七
四
四
）
～
明
治
三
四
年
に
石
見
国
外



ノ
浦
の
清
水
屋

へ
入
津
し
た
廻
船
八
九
〇
六
艘
を
見
る
と
、
但
馬
九

七

一
般
、
摂
津
八
九
八
艘
、
越
前
八
七
六
艘
、
周
防
五
三
四
艘
、
加

賀
五

一
七
艘
、
越
中
四
九
二
艘
、
長
門
四
八
五
艘
、
丹
後
四
三
二

艘
、
讃
岐
三
七
八
艘
、
因
幡
二
五
〇
艘
、
越
後
二
三
二
艘
、
筑
前
二

二
三
艘
、
阿
波
二
二
〇
艘
、
紀
伊
二

一
五
艘
、
能
登

一
九
六
艘
、
安

芸

一
九
二
艘
、
伊
予

一
八
二
艘
、
播
磨

一
七
三
艘
、
伯
者

一
五
六

艘
、
若
狭

一
五
三
艘
、
豊
後

一
二
五
艘
、
備
前

一
二

一
般
、
和
泉

一

二
〇
艘
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
時
期
的
な
動
き
と
し
て
は
、
近
世
初

期
か
ら
中
期
に
か
け
て
上
方
船

・
瀬
戸
内
船
が
中
心
を
な
し
て
い
た

の
が
、
文
化

。
文
政
期

（
一
八
〇
四
～
二
九
）
以
降
、
山
陰

・
北
陸

地
方
の
廻
船
が
小
規
模
廻
船
を
含
め
、
主
力
と
な
っ
て
く
る
と
さ

れ
る
。

さ
ら
に
、
城
米
輸
送
船
に
お
け
る
瀬
戸
内
廻
船
の
活
躍
ぶ
り
を
確

認
し
て
お
く
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
元
禄

上
早
保
期

（
三
ハ
八
八

～

一
七
杢

こ

頃
ま
で
は
、
讃
岐
の
塩
飽
廻
船
が
中
心
で
あ

っ
た

が
、
そ
れ
以
降
宝
暦
期

（
一
七
五

一
～
六
一こ

に
は
、
塩
飽
廻
船
が

後
退
し
、
大
坂
が
中
心
と
な
り
、　
一
部
周
防
な
ど
の
瀬
戸
内
廻
船
の

進
出
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
天
保
期

（
一
八
三
〇
～
四
一こ

に

は
、
塩
飽
廻
船
が
後
退
し
、
摂
津
の
御
影
な
ど
の
灘
廻
船
や
周
防

・

伊
予
な
ど
の
廻
船
が
中
心
と
な
る
。

以
上
は
、
城
米
輸
送
船
な
ど
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
日
本
海
や

江
戸
な
ど
の
遠
距
離
航
行
を
必
要
と
す
る
大
規
模
な
瀬
戸
内
廻
船
の

事
例
を
中
心
に
見
て
く
る
中
で
、
瀬
戸
内
廻
船
の
全
国
レ
ベ
ル
に
お

け
る
先
進
性
を
確
認
し
て
き
た
。

〓
一　

伊
予
国
三
津
港

の

「
諸
国
入
船
帳
」

こ
こ
で
は
、
以
上
見
て
き
た
よ
う
な
大
規
模
廻
船
で
は
な
く
、
も

う
少
し
規
模
の
小
さ
な
瀬
戸
内
廻
船
の
動
向
を
考
え
て
み
よ
う
。
こ

れ
ら
の
規
模
の
小
さ
な
廻
船
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
レ

ベ
ル
で
の
瀬
戸
内
廻
船
の
動
向
を
理
解
し
、
瀬
戸
内
廻
船
の
特
性
を

考
え
て
み
る
。

そ
こ
で
、
伊
予
国
松
山
の
海
の
玄
関
に
あ
た
る
三
津
港
の

「諸
国

入
船
帳
」
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
史
料
に
は
、
文
久
四
年
の
正
月

一

四
日
か
ら

一
二
月
二
七
日
ま
で
の
一
年
間
に
三
津
港

へ
入
津
し
た
三

五

一
般
の
廻
船
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
月
別
に
見
る
と
、　
一
月

一
六

艘
、
二
月
二
五
艘
、
二
月
二
九
艘
、
四
月
二
九
艘
、
五
月
二
九
艘
、

六
月
二

一
般
、
七
月
二

一
般
、
八
月
二
〇
艘
、
九
月
二
四
艘
、　
一
〇

月
二
六
艘
、　
一
一
月
二
二
艘
、　
〓

一月
二
九
艘
と
な
り
、
毎
月

一
定

の
入
船
が
あ
り
、
月
に
よ
る
大
き
な
偏
り
は
見
ら
れ
な
い
。
特
に
、

日
本
海
沿
岸
航
路
の
よ
う
に
冬
季
の
航
行
が
困
難
で
、
廻
船
の
入
津

5′



が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、
年
中
途
絶
え
る
こ
と

な
く
航
行
し
て
い
る
瀬
戸
内
に
お
け
る
航
行
条
件
の
良
好
さ
が
う
か

が
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
津
港
に
入
津
し
た
日
本
海
側
の
石
見
国

船
籍
の
三
艘
も
、
そ
れ
ぞ
れ
五
月

一
七
日
、
七
月
四
日
、
七
月

一
三

日
に
寄
港
し
て
い
る
。

次
に
、
船
籍
を
見
る
と
、
伊
予
国
の
廻
船
が
二
七
七
艘
で
七
九
％

を
占
め
、
他
国
船
が
残
り
の
二
〇
％
ほ
ど
を
占
め
て
い
る
。
伊
予
国

で
は
、
大
洲
領
が

一
五
七
艘

（長
浜
三
四
、
灘
二
五
、
宇
和
間
二
三
、

高
野
川
二
一
、
高
岸

一
三
、
豊
田
一
三
ほ
か
）、
宇
和
島
領
六
二
艘

（伊

方

一
六
、
磯
崎
七
、
三
机
六
、
田
部
六
ほ
か
）、
松
山
領
五
〇
艘

（熊
田

島
三
七
、
松
前
八
ほ
か
）、
吉
田
領
二
艘
の
二
七
七
艘
で
あ
っ
た
。
他

国
船
と
し
て
は
、
豊
後

一
七
艘
、
備
中

一
六
艘

（黒
崎
九
ほ
か
）、
播

磨

一
四
艘

（明
石

一
〇
ほ
か
）、
讃
岐
六
艘
、
豊
前
五
艘
、
石
見
三

艘
、
備
後
二
艘
、
肥
前

・
周
防

。
長
門

。
安
芸

・
土
佐

・
阿
波
各

一

般
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
伊
予
国
が
七
九
％
と
圧
倒
的
な
位
置

を
占
め
て
お
り
、
他
国
船
に
お
い
て
も
瀬
戸
内
近
国
の
廻
船
が
多

い
。
こ
れ
は
、
伊
予
を
中
心
と
し
た
地
域
市
場
が
形
成
さ
れ
、
地
域

で
の
活
発
な
廻
船
活
動
が
行
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
、
航
行
距
離
が
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
小
規
模
な

廻
船
が
活
躍
す
る
舞
台
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
活
躍
し
た
廻
船
の
小
規
模
性
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
反

帆
別
に
見
る
と
、　
三
ハ
反
帆
二
艘
、　
一
五
反
帆
五
艘
、　
三
二
反
帆
二

艘
、　
〓

一反
帆

一
般
、　
一
〇
反
帆
四
艘
、
九
反
帆

一
五
艘
、
八
反
帆

三
四
艘
、
七
反
帆
七
二
艘
、
六
反
帆
八
〇
艘
、
五
反
帆
六
七
艘
、
四

反
帆
二
七
艘
、
三
反
帆
二
九
艘
、
二
反
帆
三
艘
、
不
明

一
〇
艘
で
あ

り
、
三
～
八
反
帆
が
三
〇
九
艘
で
八
八
％
を
占
め
て
お
り
、
五
〇

～

一
〇
〇
石
積
程
度
の
小
規
模
な
廻
船
が
中
心
を
な
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
、　
三
ハ
反
帆
は
豊
後

一
艘

・
大
洲

一
艘
、　
一

五
反
帆
は
豊
後
四
艘

。
松
山

一
艘
、　
三
二
反
帆
は
讃
岐

一
般

。
大
洲

一
般
、　
〓

一反
帆
は
讃
岐

一
般
で
あ
り
、
比
較
的
規
模
の
大
き
な
三

〇
〇
～
五
〇
〇
石
積
程
度
の
廻
船
は
、
豊
後
な
ど
を
中
心
と
す
る
他

国
船
で
あ

っ
た
。

乗
組
員
数
で
は
、
七
人
乗

一
艘

（豊
後
）、
六
人
乗

一
般

（豊
後
）、

五
人
乗
四
艘

貧
ユ後
二
、
大
洲
一
こ
、
四
人
乗

一
二
艘
、
二
人
乗
三
八

艘
、
二
人
乗
二
八
五
艘
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
が
二
人
乗
の

一
〇
〇
石

積
以
下
の
小
規
模
廻
船
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
津
港
で
見
ら

れ
た
廻
船
は
、
日
本
海
で
の

「客
船
帳
」
な
ど
に
見
ら
れ
た
瀬
戸
内

廻
船
と
は
異
な
る
瀬
戸
内
を
中
心
と
し
た
地
方
市
場
で
活
躍
す
る
近

国
廻
り
の
廻
船
で
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
ら
の
廻
船
は
、
小

規
模
と
い
う
特
性
を
生
か
し
、
小
廻
り
の
利
い
た
廻
船
で
あ

っ
た
。



ま
た
、
瀬
戸
内
と
い
う
比
較
的
平
穏
な
海
域
を
活
動
の
舞
台
と
す
る

こ
と
で
、
小
規
模
な
割
に
は
航
行
距
離
も
長
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

２つ
。そ

れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
廻
船
は
ど
の
よ
う
な
商
品
の
流
通
に
従
事

し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
三
津
港

へ
の
移
入
品
と
し
て
は
、

米

・
大
豆

・
小
豆

。
小
麦

・
芋
の
米
穀
、
生
姜

。
大
根
切
干
、
林
産

物
、
松

。
杉

・
栗

。
杉
皮

・
竹
皮
の
建
築
用
材
、
割
木

。
大
束

・
炭

の
燃
料
、
椎
茸

・
蜜
柑

・
竹
の
子
、
生
魚

。
い
り
こ

・
塩
太
刀
魚

・

千
錫

・
塩
鰤

・
塩
錫

・
飛
び
魚
千
物

・
め
ざ
し

ｏ
す
る
め

ｏ
ひ
じ

き

。
鰹
節
の
海
産
物
、
陶
器

・
繰
綿

・
足
袋

・
実
綿

・
荒
物

。
傘

・

仙
花
紙

・
酒
の
手
工
業
品
、
石
炭

・
石
灰
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

こ
で
は
、
多
様
な
商
品
が
移
入
さ
れ
て
い
る
よ
う
す
が
う
か
が
え
る

が
、
そ
の
中
で
も
海
産
物

（生
魚
）
と
材
木
が
特
に
多
く
、
荷
受
港

と
し
て
の
性
格
を
示
し
て
い
る
。
移
出
品
と
し
て
は
、
古
手
四
件

・

縞
木
綿
三
件
な
ど
と
生
活
必
需
品
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
地
方
の
中
核
都
市
で
あ
る
松
山
か
ら
積
み
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
松
山

へ
買
い
出
し
に
寄
港
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
買
い
物
の
た
め
に

一
〇
六
艘
が
入
津
し
て

お
り
、
約
三
分
の
一
が
地
方
都
市
松
山
で
の
商
品
の
仕
入
れ
の
た
め

に
、
約
三
分
の
二
が
松
山

へ
の
商
品
の
販
売
の
た
め
に
寄
港
し
た
よ

う
で
あ
る
。
ま
た
、
と
り
わ
け
松
山
領
忽
那
島
や
大
洲
領
宇
和
間
な

ど
の
特
定
地
域
と
の
恒
常
的
な
物
資
の
流
通
が
見
ら
れ
、
松
山
を
中

核
と
す
る
地
域
市
場
の
展
開
が
見
て
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
伊
予
の
松
山
を
中
心
と
し
た
地
域
市
場
の
動
脈
を

担

っ
て
い
た
小
規
模
な
瀬
戸
内
廻
船
の
活
躍
が
こ
こ
に
見
出
さ
れ

２つ
。

四
　
瀬
戸
内
海
運

の
役
割

こ
こ
で
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
運
の
充
実
ぶ
り
と
瀬

戸
内
廻
船
の
重
要
性
拡
大
の
背
景
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
瀬
戸
内
に
お
け
る
廻
船
の
充
実
に
つ
い
て
、
安
芸
国
豊
田

郡
大
長
村
に
お
け
る

一
八
世
紀
後
半
以
降
の
廻
船
の
動
向
に
つ
い
て

見
て
み
よ
う
。
同
村
で
は
、
宝
暦
二
年

（
一
七
五
一
こ

に
は

一
反
帆

一
二
艘
、
二
反
帆
二
九
艘
、
三
～
四
反
帆

一
五
艘
、
五
～
九
反
帆
二

艘
、　
一
〇
反
帆
以
上
三
艘
の
合
計
六

一
般
の
廻
船
が
存
在
し
た
。
天

明
六
年

（
一
七
八
工Ｃ

に
も

一
反
帆

一
四
艘
、
二
反
帆
二
五
艘
、
三

～
四
反
帆

一
二
艘
、
五
～
九
反
帆
三
艘
、　
一
〇
反
帆
以
上

一
般
の
合

計
五
五
艘
と
ほ
ぼ
同
様
の
状
況
で
あ

っ
た
の
が
、
文
化
三
年

（
一
八

〇
工Ｃ

に
は

一
反
帆
二
四
艘
、
二
反
帆
三
〇
艘
、
三
～
四
反
帆
七

艘
、
五
～
九
反
帆

一
般
、　
一
〇
反
帆
以
上

一
般
の
合
計
六
三
艘
と
船



数
が
増
加
し
、
文
政

一
二
年

（
一
八
二
九
）
に
は

一
反
帆
五
八
艘
、

二
反
帆

一
八
艘
、
三
～
四
反
帆

一
二
艘
、　
一
〇
反
帆
以
上
五
艘
の
合

計
九
二
艘
と
い
う
よ
う
に
、
文
化
期
以
降
、
廻
船
数
の
増
加
と
と
も

に
、
廻
船
規
模
の
拡
大
も
見
ら
れ
た
。
従
来
か
ら
の
船
持
ち
層
を
形

成
し
て
い
た
町
場
で
あ
る
港
町
の
御
手
洗
の
商
人
層
だ
け
で
な
く
、

大
長
村
の
よ
う
な
隣
接
農
村
に
も
船
持
ち
が
出
現
し
て
行
き
、
船
持

ち
層
の
広
が
り
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

備
前
国
児
島
郡
味
野
村
の
廻
船
に
お
い
て
も
同
様
な
傾
向
が
見
ら

れ
た
。
安
永
五
年

（
一
七
七
一Ｃ

に
は

一
〇
〇
～

一
五
〇
石
積
三

艘
、
二
反
帆

一
般
、
三
反
帆
三
艘
、
四
反
帆

一
般
の
廻
船
が
存
在
し

て
い
た
の
が
、
文
化
七
年

（
一
八
一
〇
）
に
は
五
〇
～
八
〇
石
積
四

艘
、
八
〇
～

一
〇
〇
石
積
八
艘
、
二
反
帆
七
艘
、
三
反
帆
三
艘
と
、

船
数
が
増
加
し
た
。
さ
ら
に
、
文
政
五
年

（
一
八
一
〓
こ

以
降
に
な

る
と
、
五
〇
～

一
〇
〇
石
積
の
廻
船
数
が
減
少
す
る
も
の
の
、　
一
〇

〇
～

一
五
〇
石
積
廻
船
数
が
増
加
し
、
三
～
四
反
帆
規
模
の
廻
船
数

も
増
加
し
、
廻
船
規
模
の
拡
大
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
天
保

七
年

（
一
八
一三
Ｃ

以
降
に
は
、
こ
の
規
模
拡
大
傾
向
が
続
き
、
七

〇
〇
石
積
の
大
規
模
な
廻
船
ま
で
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
、
廻
船
数
の
増
加
、
廻
船
規
模
の
拡
大
傾
向
が
味
野
村
に
お
い

て
も
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
味
野
村
の
廻
船
の
文
政
九
年
～
天
保
四
年
に
お
け
る
売
買

お
よ
び
建
造
に
よ
る
移
動
状
況
を
見
る
と
、
味
野
村
を
は
じ
め
同
じ

児
島
郡
内
の
郡
村

・
呼
松
村

。
小
串
村

。
赤
崎
村
、
上
道
郡

・
邑
久

郡
や
備
中

・
讃
岐
塩
飽

。
小
豆
島

・
安
芸

。
周
防

。
大
坂
な
ど
と
の

移
動
交
流
が
存
在
し
た
。
す
な
わ
ち
、
備
前
国
だ
け
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
瀬
戸
内
諸
国
と
の
廻
船
を
め
ぐ
る
売
買
が
確
認
さ
れ
た
の

で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
れ
ら
の
廻
船
に
よ

っ
て
、
ど
の
よ
う
な
物

資
が
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
輸
送
さ
れ
た
の
か
を
見
る
と
、
塩

・
魚
な
ど

を
自
村
周
辺
で
買
い
入
れ
、
大
坂

・
岡
山

・
福
山
な
ど
へ
販
売
す
る

場
合
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ほ
か
に
、
製
塩
の
燃
料
で
あ
る

薪

・
松
葉
の
買
積
や
米
の
輸
送
な
ど
に
も
従
事
し
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
、
瀬
戸
内
を
自
由
に
航
行
す
る
味
野
村
の
廻
船
が
見
出
せ

２つ
。味

野
村
の
廻
船
の
重
要
性
が
、
象
徴
的
に
示
さ
れ
た
の
が
、
領
主

に
よ
る
年
貢
米
の
輸
送
要
請
で
あ
ろ
う
。
天
保

一
〇
年

一
一
月
に

は
、
「大
坂
表
御
登
米
御
用
御
借
上
被
仰
付
」
と
い
う
領
主
に
よ
る

大
坂

へ
の
年
貢
米
輸
送
要
請
に
対
し
、
「此
節
下
筋
井
上
方

へ
商
用

又
ハ
運
賃
等
二
相
出
罷
合
せ
候
、
海
上
之
義
難
計
御
座
候
得
共
、
来

月
上
旬

ニ
ハ
帰
帆
仕
候
船
も
御
座
候
様
相
聞
申
候
、
帰
帆
次
第
乗
組

名
前
諸
道
具
等
相
改
早
々
相
廻
せ
可
申
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
備
前

54



以
西
の
下
筋
や
上
方

へ
廻
船
が
出
払

っ
て
い
る
の
で
、
帰
帆
す
れ
ば

年
貢
米
輸
送
が
可
能
で
あ
る
と
し
て

一
応
断

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
領
主
側
の
要
請
に
応
じ
る
こ
と
が
で
き
る
廻
船
の
存
在
が
注
目
さ

れ
る
と
同
時
に
、
上
方
を
は
じ
め
瀬
戸
内
各
地
に
商
業
活
動
を
展
開

し
て
い
る
味
野
の
廻
船
業
者
の
成
長
ぶ
り
が
う
か
が
え
よ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
要
請
に
対
応
で
き
る
廻
米
可
能
な
廻
船
を

把
握
す
る
た
め
に
も
、
天
保

一
二
年
に
は
書
上
が
提
出
さ
れ
、
そ
こ

で
は
、
「江
戸
廻
り
船
所
持
候
者
無
御
座
候
」
「上
方
上
下
之
船
七

艘
」
と
あ
り
、
長
距
離
航
行
が
可
能
で
あ
る
大
規
模
な
江
戸
廻
り
の

廻
船
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
瀬
戸
内
沿
岸
を
上
方
ま
で

航
行
す
る
廻
船
が
七
艘
も
存
在
し
た
。
そ
の
内
訳
は
、　
一
五
〇
石
積

（
一
〇
反
帆
）

一
般
、　
一
四
〇
石
積

（
一
〇
反
帆
）

一
般
、　
三
二
〇
石

積

（九
反
帆
）

一
艘
、　
一
一
〇
石
積

（八
反
帆
）

一
般
、　
一
〇
〇
石

積

（七
反
帆
）
二
艘
、
八
〇
石
積

（八
反
帆
）

一
艘
で
あ
り
、
い
ず

れ
も
二
～
二
人
乗
の
小
規
模
な
廻
船
で
あ

っ
た
が
、
瀬
戸
内
を
基
盤

と
す
る
大
坂
ま
で
の
航
行
に
は
こ
れ
で
十
分
で
あ

っ
た
。

さ
ら
に
、
天
保

一
三
年
に
は

「百
石
以
上
之
船
当
安
芸
大
坂
御
登

米
御
用
御
借
上
二
相
成
九
月
上
旬
わ
御
入
用
可
有
之
候
間
、
其
段
相

心
得
居
申
候
様
船
々
へ
可
申
付
候
、
尤
此
節
わ
商
用
二
罷
出
候
船
頭

共

へ
も
右
之
趣
申
付
可
被
置
候
」
「先
達
而
相
触
置
候
大
坂
御
登
米

御
用
御
借
上
百
石
以
上
之
船
、
早
々
岡
山
表

へ
乗
廻
候
様
可
被
申

付
候
」
と
あ
り
、　
一
〇
〇
石
積
以
上
の
安
芸

。
大
坂

へ
の
廻
米
船
の

調
達
を
何
度
と
な
く
要
請
し
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

領
主
側
の
要
請
に
対
応
で
き
る
廻
船
の
発
展
が
味
野
村
に
お
い
て
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
廻
船
数
の
増
加
や
廻
船
規
模
の
拡
大
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
運
の
重
要
性
が
し
だ
い
に
拡

大
し
て
い
っ
た
背
景
を
、
商
品
流
通
量
の
拡
大
、
新
市
場
の
出
現
、

幹
線
ル
ー
ト
の
充
実
と
い
う
点
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
瀬
戸
内
を
め
ぐ
る
商
品
流
通
量
の
拡
大
に
つ
い
て
、
前
述

し
た
讃
岐
国
直
島
周
辺
の
海
難
史
料
に
よ
っ
て
見
て
み
よ
う
。　
一
八

〇
年
余
に
わ
た
る
海
難
史
料
に
つ
い
て
機
械
的
に
一
〇
年
ご
と
の
難

船
件
数
を
調
べ
て
行
く
と
、
元
禄

上
早
保
期

（
王
ハ
八
八
～

一
七
三

五
）
に
は

一
二
～

一
五
件
、
宝
暦

・
寛
政
期

（
一
七
五

一
～

一
八
〇

〇
）
に
は
四
～

一
三
件
、
文
化

・
明
治
期

（
一
八
〇
四
～
七
〇
）
に

は
二
〇
～
二
九
件
と
多
少
史
料
的
な
偏
り
は
あ
る
が
、
文
化
期
以
降

難
船
件
数
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
、
年
代
が
新
し

い
分
史
料
の
残
存
状
態
が
よ
い
と
い
う
制
約
条
件
が
あ
る
も
の
の
、

そ
れ
だ
け
瀬
戸
内
を
航
行
す
る
廻
船
数
、
商
品
流
通
量
が
着
実
に
増

加
し
て
い
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
積
載
荷



物
に
つ
い
て
も
、
寛
政
期
以
前
は
、
米

・
麦

。
大
豆

・
菜
種
、
海
産

物

。
干

鯵

・
酒
、
綿

・
紙

・
縄

・
畳

表
、
木

材

・
薪

。
鉄
、
小

間

物

・
呉
服
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
文
化
期
以
降
に
な
る

と
、
ほ
か
に
茶

・
椎
茸

。
青
物
、
砂
糖

・
塩

・
醤
油
、
煙
草

・
蟷

・

麺

・
竹
、
炭

。
石
炭

。
石

・
瀬
戸
物
な
ど
の
特
産
品
が
加
わ
り
、
商

品
数
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
文
化
期
以
降
に
な
る
と
、
瀬

戸
内
に
お
け
る
商
品
流
通
の
活
発
化
に
と
も
な
い
、
難
船
数
も
増
加

し
、
廻
船

へ
の
積
載
品
も
多
様
化
し
て
い
っ
た
。

次
に
、
瀬
戸
内
を
め
ぐ
る
新
た
な
米
穀
市
場
の
出
現
に
つ
い
て
見

て
み
よ
う
。
近
世
後
期
に
な
る
と
、
諸
藩
は
自
国
の
蔵
米
を
単
に
大

坂
や
江
戸
市
場
で
販
売
す
る
よ
り
は
、
別
の
流
通
ル
ー
ト
を
構
築
し

て
よ
り
有
利
に
販
売
し
よ
う
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
長
州
藩
で
は
、

明
和
期

（
一
七
六
四
～
七

一
）
に
瀬
戸
内
沿
岸
の
伊
崎

。
中
関

・
室

積
の
港
に
独
自
の
瀬
戸
内
米
穀
市
場
を
創
設
し
た
。
松
江
藩
で
は
、

文
政
七
年

（
一
八
一
一四
）
に

一
〇
〇
〇
石
積
規
模
の
御
手
船
二
～
三

艘
お
よ
び
商
人
運
賃
積
船
を
用
い
て
蔵
米

一
万
三
〇
〇
〇
～

一
万
四

〇
〇
〇
石
を
尾
道

へ
廻
送
し
て
お
り
、
ま
た
尾
道

へ
の
蔵
米
廻
送

は
、
松
江
藩
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
鳥
取
藩

。
西
条
藩

・
吉
田

藩

。
宇
和
島
藩

。
今
治
藩

・
秋
月
藩

・
高
松
藩

。
久
留
米
藩
と
い
う

山
陰

・
四
国

。
九
州
の
諸
藩
か
ら
も
行
な
わ
れ
て
い
た
。
鳥
取
藩
で

は
、
寛
政
期

（
一
七
八
九
～

一
八
〇
〇
）
以
降
廻
米
の
売
捌
地
が
大

坂
だ
け
で
な
く
、
備
後
国
の
尾
道

・
輌
方
面
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
、
弘
化

・
嘉
永
期

（
一
八
四
四
～
五
一こ

か
ら
は
、
藩
の
廻
米

方
役
人
が
同
所
に
出
張
を
命
じ
ら
れ
、
大
坂

へ
の
廻
米
の
ほ
か
に
、

備
後
国
の
輌

。
尾
道

へ
の
廻
米
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な

（２‐
）

っ
た
。
文
化

一
〇
年

（
一
八

〓
こ

に
は
、
兵
庫
の
廻
船
が
、
長
州

国
赤
間
関
で
越
後
米

・
庄
内
米
を
買
積
み
、
兵
庫

へ
廻
送
し
て
い
る

の
が
確
認
さ
れ
、
赤
間
関
が
日
本
海
地
方
の
米
穀
市
場
と
し
て
機
能

し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
安
芸
国
御
手
洗
港
で
も
、
「当
湊

之
義
者
御
他
領

へ
隣
り
殊

二
灘
中

二
而
第

一
他
国
米
入
津
仕
諸
色
商

事
方
其
外
諸
取
引
等
至
迄

一
切
御
他
領
ヲ
引
受
正
金
銀
融
通
方
之
弁

利
至
極
之
場
所

二
而
、
従
来
下
も
筋
土
佐
日
向
阿
波
淡
路
讃
州
辺
之

商
船
入
津
米
不
絶
買
積
米
仕
候
儀

二
御
座
候
、
尤
夏
向
者
北
国
る
米

船
不
絶
入
津
仕
、
別
而
当
時
者
売
買
景
気
付
候
得
共
、
冬
春
之
間
者

九
州
筋
予
州
辺
る
之
入
津
米
ヲ
以
買
船
井
町
内
小
売
屋
之
間
ヲ
合
候

得
共
、
（中
略
）
先
達
而
御
願
奉
申
上
候
上
方
御
登
米
当
湊

二
お
ゐ

て
御
売
米
捌
キ
方
被
為
仰
付
、
（中
略
）
米
相
庭
之
義
者
従
来
大
坂

兵
庫
相
庭
受
来
是
迄
商
事
取
組
来
り
候
得
者
、
御
売
米
被
為
仰
付
候

共
大
坂
相
庭

二
引
合
入
実
之
見
込
御
座
候
二
付
、
大
坂
相
庭
る
者
御

直
段
少
々
引
上
ケ
御
売
下
ケ
御
願
可
申
上
候
」
と
あ
り
、
文
政

一
一



年

（
一
八
一
一八
）
に
は
す
で
に
北
国

・
山
陰

・
九
州

・
瀬
戸
内
の
蔵

米
市
場
化
し
、
そ
こ
で
は
大
坂
相
場
よ
り
も
少
々
高
く
売
買
す
る
動

き
も
あ
り
、
大
坂

へ
運
ぶ
よ
り
も
有
利
な
売
買
が
行
な
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
阿
波
国
撫
養
の
山
西
家
で
も
、
弘

化
元
年

（
一
八
四
四
）
の
買
積
米
の
移
入
先
は
、
九
州

・
北
国

。
瀬

戸
内
の
西
廻
り
航
路
圏
が
中
心
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
近
世
後
期

に
な
る
と
、
瀬
戸
内
各
地
に
九
州
お
よ
び
西
廻
り
航
路
圏
と
大
坂
と

の
流
通
上
の
結
び
つ
き
を
遮
断
し
て
、
新
た
な
地
方
米
穀
市
場
が
成

立
し
て
い
っ
た
。

最
後
に
、
幹
線
ル
ー
ト
の
充
実
、
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
瀬
戸
内
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
九
州

。
西
廻
り
航
路
の
重
要
な
通
過
点
、
寄
港
地
と
し
て
存
在
し

て
い
た
。
ま
た
、
宝
暦

。
天
明
期

（
一
七
五

一
～
八
九
）
以
降
の
北

前
船
の
展
開
、
と
り
わ
け
幕
末
か
ら
明
治
期
の
活
躍
は
、
目
を
見
張

る
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
う
し
た
北
前
船
の
活
躍
に
よ
る
日
本
海
ル
ー

ト
と
の
接
触
が
、
瀬
戸
内
の
流
通
網
の
拡
大

・
充
実
に
つ
な
が
っ

た
。
さ
ら
に
、
瀬
戸
内
は
全
国
的
商
品
流
通
機
構
の
中
で
の
単
な
る

中
継
地

・
寄
港
地
、
通
過
点
と
し
て
の
性
格
に
と
ど
ま
る
こ
と
な

く
、
独
自
の
市
場
を
展
開
し
て
い
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
主
要
航
路
で

あ
る
西
廻
り
航
路
と
瀬
戸
内
を
中
心
と
し
た
地
方
航
路
と
の
接
合
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
国
市
場
と
地
域
市
場
の

重
層
的
結
合
、
流
通
ル
ー
ト
の
拡
大

。
多
様
化
が
確
認
さ
れ
た
。
廻

船
に
お
い
て
は
、
全
国
市
場
と
地
域
市
場
、
地
域
市
場
と
地
域
市
場

を
結
ぶ
遠
距
離
航
行
船

（大
規
模
廻
船
）、
そ
し
て
地
域
市
場
内
で
の

近
距
離
航
行
船

（小
規
模
廻
船
）
が
存
在
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

近
世
後
期
に
お
い
て
瀬
戸
内
海
運
の
役
割
が
ま
す
ま
す
拡
大
、
充
実

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

む
　
す
　
び

以
上
、
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
海
運
の
特
性
に
つ
い
て
見
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

第

一
に
、
瀬
戸
内
東
部
は
古
く
か
ら
廻
船
の
発
展
し
た
地
域
で
あ

り
、
瀬
戸
内
西
部
も
文
化
期
以
降
廻
船
の
発
展
が
顕
著
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
い
ず
れ
も
廻
船
業
の
先
進
地
で
あ

っ
た
。

第
二
に
、
佐
渡

・
越
後

・
石
見
国
の

「
入
船
帳
」
「客
船
帳
」
や

城
米
輸
送
船
の
動
向
か
ら
、
瀬
戸
内
廻
船
の
全
国
レ
ベ
ル
に
お
け
る

大
規
模
廻
船
と
し
て
の
活
躍
ぶ
り
を
確
認
し
た
。

第
二
に
、
伊
予
国
三
津
港
の

「諸
国
入
船
帳
」
か
ら
、
瀬
戸
内
廻

船
の
も
う

一
つ
の
性
格
を
見
た
。
全
国
を
航
行
す
る
遠
距
離
航
行
船

で
あ
る
大
規
模
廻
船
だ
け
で
な
く
、
松
山
を
中
心
と
し
た
地
域
市
場

5フ



を
カ
バ
ー
す
る
小
規
模
廻
船
の
活
動
が
存
在
し
た
。

第
四
に
、
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
廻
船
の
充
実
ぶ
り
を
、
安

芸
国
大
長
村
や
備
前
国
味
野
村
に
お
け
る
廻
船
数
の
増
加
、
廻
船
規

模
の
拡
大
で
確
認
し
、
味
野
村
に
お
け
る
領
主
か
ら
の
年
貢
米
輸
送

の
要
請

に
応
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
廻
船

の
充
実
し
た
姿
を
見

た
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
近
世
後
期
に
お
け
る
瀬
戸
内
廻
船
の
発

展
は
、
瀬
戸
内
を
通
過
す
る
商
品
流
通
量
の
拡
大
、
瀬
戸
内
に
出
現

し
た
新
た
な
市
場
の
存
在
、
全
国
市
場
と
地
域
市
場
と
を
結
ぶ
遠
距

離
航
行
船

（大
規
模
廻
船
）
と
瀬
戸
内
地
域
市
場
内
で
の
近
距
離
航

行
船

（小
規
模
廻
船
）
の
重
層
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
大
き
く
寄
与

し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

〔付
記
〕

本
稿
は
、　
一
九
九
八
年
五
月
に
関
西
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ

た
交
通
史
研
究
会
大
会
の
共
通
論
題

「西
日
本
に
お
け
る
交
通
の
発

展
―
―
水
運
と
鉄
道
―
―
」
で
報
告
し
た

「近
世
後
期
の
瀬
戸
内

海
運
」
を
も
と
に
し
て
い
る
。

（１
）

瀬
戸
内
海
と
い
う
呼
称
は
、
明
治
初
年
頃
か
ら
用
い
ら
れ
、
そ

れ
以
前
は
瀬
戸
内
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
本
州
西
部
と
四
国

。
九
州

に
囲
ま
れ
た
内
海
で
、
紀
淡

・
鳴
門

・
豊
予

・
関
門
の
四
海
峡
に

よ
っ
て
外
海
に
通
じ
て
い
る
と
い
う

（渡
辺
則
文

「
日
本
社
会
に

お
け
る
瀬
戸
内
海
地
域
」、
朝
尾
直
弘

・
網
野
善
彦

・
山
口
啓

二
・
吉
田
孝
編

『日
本
の
社
会
史
』
第

一
巻
、
岩
波
書
店
、　
一
九

八
七
年
、
二
五
九
頁
）。
本
稿
で
も
、
瀬
戸
内
を
紀
伊
か
ら
摂

津

・
讃
岐

・
安
芸

・
伊
予

。
長
門

・
豊
後
に
い
た
る
比
較
的
広
い

範
囲
と
し
て
と
ら
え
た
。

（２
）

近
世
の
瀬
戸
内
地
域
の
ま
と
ま
っ
た
経
済
史
的
研
究
と
し
て

は
、
福
尾
猛
市
郎
編

『内
海
産
業
と
水
運
の
史
的
研
究
』
釜
口
川

弘
文
館
、　
一
九
六
六
年
）、
後
藤
陽

一
編

『瀬
戸
内
海
地
域
の
史

的
展
開
』
（福
武
書
店
、　
一
九
七
八
年
）
、
松
岡
久
人
編

『内
海
地

域
社
会
の
史
的
研
究
』
（
マ
ツ
ノ
書
店
、　
一
九
七
八
年
）
、
渡
辺
則

文
編

『産
業
の
発
達
と
地
域
社
会
』
（漢
水
社
、　
一
九
八
二
年
）、

地
方
史
研
究
協
議
会
編

『瀬
戸
内
社
会
の
形
成
と
展
開
―
海
と
生

活
―
』
（雄
山
閣
出
版
、　
一
九
八
三
年
）、
渡
辺
則
文
ほ
か
編

『瀬

戸
内
海
地
域
史
研
究
』
第

一
輯
～
第
五
輯

（文
献
出
版
、　
一
九
八

七
～
九
四
年
）
、
柚
木
学
編

『日
本
水
上
交
通
史
論
集
』
第
二
巻

（文
献
出
版
、　
一
九
八
九
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（３
）

こ
こ
で
用
い
る
廻
船
規
模
は
、
次
の
よ
う
に
区
分
し
て
い
る
。

小
規
模
廻
船
は
、
二
人
乗
以
下
で
、
積
石
数
で
は
二
〇
〇
石
積
以

下
の
廻
船
で
あ
り
、
中
規
模
廻
船
は
、
四
～
九
人
乗
程
度
、
積
石

数
で
は
三
〇
〇
～
七
〇
〇
石
積
、
ほ
ぼ
四
〇
〇
～
五
〇
〇
石
積
の

廻
船
で
あ
り
、
大
規
模
廻
船
は
、　
一
〇
人
乗
以
上
、
積
石
数
で
は

八
〇
〇
石
積
以
上
の
廻
船
、
い
わ
ゆ
る
千
石
船
を
考
え
て
い
る
。

廻
船
規
模
の
拡
大
は
、
航
行
距
離
の
伸
長
に
つ
な
が
り
、
船
持
ち

層
の
変
化
、
積
荷
の
変
化
、
商
品
流
通
の
在
り
方
と
も
関
係
す

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
廻
船
規
模
の
区
分
は
、
疎
か
に
で
き
な
い
重
要

な
問
題
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
拙
著

『近
世
日
本
海
運
史
の
研

究
』
釜
口
川
弘
文
館
、　
一
九
九
四
年
）
で
も
指
摘
し
て
き
た
。
最



近
、
斎
藤
善
之
氏
も
廻
船
規
模
の
相
違
を
新
興
流
通
勢
力
の
台
頭

と
関
連
さ
せ
て
論
じ

（斎
藤
善
之

「流
通
勢
力
の
交
代
と
市
場
構

造
の
変
容
」、
同
編

『新
し
い
近
世
史
』
３
、
新
人
物
往
来
社
、

一
九
九
六
年
）、
廻
船
規
模
の
区
分
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。

（４
）

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
四
つ
の
指
標
が
す
べ
て
揃
う
必
要
は
な

い
。

（５
）

瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵
三
宅
家
文
書
。

（６
）

拙
稿

「近
世
瀬
戸
内

の
商
品
流
通

（
こ

（二
ご

翁
彦
根
論

叢
』
第
二
四
〇
号

。
第
二
四

一
号
、　
一
九
八
六
年
）、
前
掲
拙
著

第
二
章
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
分
類
に
は
直
島
周
辺
の
海
難
史
料

を
用
い
た
史
料
的
限
界
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
、
こ
の
史

料
で
は
日
本
海

。
九
州

。
西
瀬
戸
内
と
大
坂
周
辺
と
を
結
ぶ
航
路

は
把
握
で
き
る
が
、
阿
波

。
大
坂

。
紀
伊
以
東
の
航
路
や
日
本

海

。
九
州
と
西
瀬
戸
内
と
を
結
ぶ
航
路
は
把
握
で
き
な
い
こ
と
。

第
二
に
、
讃
岐
周
辺
の
廻
船
は
直
島
ま
で
近
距
離
な
た
め
比
較
的

小
規
模
な
廻
船
ま
で
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
遠
隔
地
ほ
ど

直
島
ま
で
の
航
行
距
離
が
長
く
な
り
、
そ
こ
で
の
小
規
模
な
廻
船

ま
で
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
指
標

を
参
考
に
、
全
国
各
地
の
海
難
史
料
研
究
の
深
化
に
よ
っ
て
、
こ

の
地
域
分
類
が
補
正
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

（７
）

「入
船
帳
」
「客
船
帳
」
の
史
料
的
性
格
に
つ
い
て
は
、
柚
木
学

「海
運
史
料
と
し
て
の
入
船
帳
と
客
船
帳
―
―
廻
船
の
動
向
と
商

品
流
通
―
―
」
「
交
通
史
研
究
』
第
七
号
、　
一
九
八
二
年
）
参

照
。

（８
）

一早
保

一
〇
年

「諸
廻
船
入
津
留
帳
」
（土
屋
三
十
郎
家
文
書
）。

前
掲
拙
著
第

一
八
章
。
規
模
別
の
構
成
比
率
は
、
小
規
模
廻
船

四
％
、
中
規
模
廻
船
五
三
％
、
大
規
模
廻
船
四
二
％
で
あ
り
、

中

。
大
規
模
廻
船
が
中
心
で
あ
っ
た
。

（９
）

小
村
式

『近
世
日
本
海
海
運
と
港
町
の
研
究
』
（国
書
刊
行
会
、

一
九
九
二
年
）
三
二
～
二
五
頁
。
中
西
聡

『近
世

。
近
代
日
本
の

市
場
構
造
―
―

「松
前
緋
」
肥
料
取
引
の
研
究
―
―
』
（東
京
大

学
出
版
会
、　
一
九
九
八
年
）

一
四

一
～

一
四
三
頁
。

（１０
）

柚
木
学

『近
世
海
運
史
の
研
究
』
（法
政
大
学
出
版
局
、　
一
九

七
九
年
）
三
六
〇
～
三
六
二
頁
。
柚
木
学
編

『諸
国
御
客
船
帳

―
―
近
世
海
運
史
料
―
―
』
（清
文
堂
出
版
、　
一
九
七
七
年
）。

（ｎ
）

こ
れ
を
受
け
て
柚
木
学
氏
は
天
保
期
以
降
北
前
船
主
の
中
心
が

北
陸

・
山
陰
地
方
の
船
主
に
な
っ
た
と
さ
れ
た

（柚
木
学

「近
世

日
本
海
海
運
の
発
展
と
北
前
船
」
、
同
編

『日
本
水
上
交
通
史
論

集
』
第

一
巻
、
文
献
出
版
、　
一
九
八
六
年
、
六
〇
六
頁
）
が
、
中

西
聡
氏
は

「幕
末
期
は
西
廻
り
航
路
沿
い
の
各
地
の
船
主
の
船
が

北
海
道

へ
進
出
し
て
お
り
、
北
前
船
は
北
陸

・
山
陰
地
方
の
船
に

限
定
せ
ず
に
、
そ
の
活
動
状
況
か
ら
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」

（中
西
聡
前
掲
書
、　
〓

一七
頁
）
と
さ
れ
る
。

（・２
）

前
掲
拙
著
第
二
章
。

（・３
）

文
久
四
年
正
月

「諸
国
入
船
帳
」
翁
松
山
市
史
料
集
』
第
四

巻

。
近
世
編
三
、
松
山
市
役
所
、

一
九
八
四
年
）
、
清
水
正
史

「幕
末
の
三
津
浜
に
入
港
し
た
船
」
翁
松
山
市
史
研
究
』
創
刊

号
、　
一
九
九
二
年
）、
同

「近
世
伊
予
の
交
通
」
貧
示
浦
勉
編

『伊

予
近
世
社
会
の
研
究
』
下
、
関
奉
仕
財
団
、　
一
九
九
七
年
）。
こ



の
節
は
、
と
り
わ
け
清
水
正
史
氏
の
研
究
に
依
拠
し
て
い
る
。

（・４
）

た
と
え
ば
、
前
述
し
た
佐
渡
国
真
更
川
の
入
津
船
の
月
別
動
向

を
見
る
と
、
二
月
五
艘
、
三
月
七
九
艘
、
四
月

一
九

一
艘
、
五
月

一
五
七
艘
、
六
月

一
〇
六
艘
、
七
月

一
〇
二
艘
、
八
月
四
五
艘
、

九
月
八
艘
、
不
明

一
六
艘
で
あ
り
、
入
津
の
時
期
は
二
～
九
月
に

限
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
斎
藤
善
之
氏
に
よ
れ
ば
、
冬
期
に

日
本
海
を
運
航
で
き
な
い
と
い
う
の
は
、
大
船
に
つ
い
て
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
浦
送
り
の
小
船
の
場
合
は
、
運
航
可
能
で
あ

っ
た
と

指
摘
さ
れ
て
い
る

（斎
藤
善
之
前
掲
論
文
）。

（・５
）

後
藤
陽

一
編

『瀬
戸
内
御
手
洗
港
の
歴
史
』
（御
手
洗
史
編
纂

委
員
会
、　
一
九
六

一
年
）

一
五
五
～

一
六
〇
頁
、
脇
坂
昭
夫

「近

世
後
期
瀬
戸
内
海
に
お
け
る
廻
船
業
―
―
沖
友

・
藤
木
屋
を
例
と

し
て
―
―
」
（頼
誤

一
編

『瀬
戸
内
海
地
域
史
研
究
』
第
五
輯
、

文
献
出
版
、　
一
九
九
四
年
）。

（‐６
）

拙
稿

「近
世
瀬
戸
内
海
運
と
備
前
南
児
島
」
翁
大
阪
大
学
経
済

学
』
第
二
二
巻
第
二
。
三
号
、　
一
九
八
三
年
）。

（・７
）

天
保
五
年

「船
方
御
用
記
録
」
（岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵

荻
野
家
文
書
）。

（・８
）

前
述
し
た
讃
岐
国
直
島
の
難
船
史
料
に
お
け
る
延
べ
四
六
六
件

の
商
品
の
流
通
経
路
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。
商
品
と
し
て
は
、

米

一
〇
三
件

（城
米
六
件
、
蔵
米
七
九
件
、
商
人
米

一
八
件
）、

木
材
五
八
件
、
薪
五
四
件
、
海
産
物
二
九
件
、
炭
二
六
件
、
千
錫

一
八
件
、
紙

一
七
件
、
大
豆

・
小
豆

一
四
件
、
塩

一
三
件
、
鉄

一

一
件
、
綿

一
〇
件
、
苧

・
縄

一
〇
件
、
石
炭
九
件
で
あ
り
、
米
の

比
重
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
商
品
の
積
地
は
、
醤
油
は
讃
岐
、

塩
は
備
前
児
島

・
安
芸
竹
原

。
伊
予
滝
浜
、
砂
糖
は
薩
摩
、
酒
は

兵
庫

。
大
坂
、
油
は
大
坂

。
堺
、
千
場
は
肥
前

。
豊
後

。
対
馬

・

日
向
、
紙
は
安
芸

・
周
防

。
伊
予
、
煙
草
は
豊
後

・
備
中
、
畳
表

は
備
中

・
備
前

・
備
後
、
麺
は
豊
後
、
竹
は
豊
後
、
木
材
は
伊

予

。
日
向

・
豊
後

。
安
芸

・
出
羽
、
炭
は
日
向

。
伊
予

。
安
芸

・

豊
後
、
薪
は
伊
予

・
土
佐

。
安
芸
、
石
炭
は
肥
前

・
長
門
、
鉄
は

安
芸

・
石
見
な
ど
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
商
品
の
生
産
地
に
あ
た

る
。
行
先
は
、
大
き
く
四
つ
に
分
け
ら
れ
る
。
大
坂

。
上
方

へ
の

登
せ
荷
は
、
米

。
大
豆

・
小
豆

・
砂
糖

・
海
産
物

・
紙

・
煙
草

・

延

・
苧

・
縄

・
竹

。
木
材

・
炭

・
薪

。
鉄
な
ど
の
ほ
と
ん
ど
の
商

品
が
該
当
す
る
。
逆
に
、
上
方
か
ら
地
方
都
市

へ
輸
送
さ
れ
た
商

品
は
、
糠

・
酒

。
酒
粕

。
油

。
呉
服

・
古
手

。
小
間
物

・
雑
貨
な

ど
の
加
工
食
品

。
手
工
業
製
品
で
あ
り
、
量
的
に
は
わ
ず
か
な
も

の
で
あ
る
。
上
方
と
は
無
関
係
な
商
品
は
、
播
磨

・
兵
庫

・
和
泉

等
大
坂
周
辺
地
で
肥
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
干
錫
、
お
よ
び
阿

波

・
播
磨

・
備
前
等
の
塩
田
地
域

へ
の
燃
料
で
あ
る
石
炭
で
あ

り
、
そ
れ
ら
は
産
地
か
ら
直
接
消
費
地

へ
も
た
ら
さ
れ
た
。
ま

た
、
大
坂
へ
の
比
重
が
比
較
的
少
な
い
商
品
と
し
て
は
、
塩

・
畳

表
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

（・９
）

小
川
國
治

「宝
暦

。
明
和
期
長
州
藩
経
済
政
策
と
瀬
戸
内
米
穀

市
場
の
創
設
」
（前
掲

『瀬
戸
内
社
会
の
形
成
と
展
開
し

一
一五
四

頁
。
の
ち
、
同

『転
換
期
長
州
藩
の
研
究
』
（思
文
閣
出
版
、　
一

九
九
六
年
）
所
収
。

（２０
）

「橋
本
年
誌
」
翁
尾
道
市
史
』
下
、
尾
道
市
役
所
、　
一
九
四
〇

年
）
五
五
三
～
五
五
四
頁
。



（２．
）

山
中
寿
夫

「鳥
取
藩
に
お
け
る
廻
米
輸
送
政
策
と
海
運
の
発

達
」
（前
掲

『内
海
産
業
と
水
運
の
史
的
研
究
し
　
一
五
〇
～

一
五

一
頁
、
「鳥
取
県
史
』
第
四
巻

（鳥
取
県
、　
一
九
七

一
年
）
五
四

六
頁
。

（２２
）

文
化

一
〇
年
七
月

「
口
書

一
札
之
事
」
（瀬
戸
内
海
歴
史
民
俗

資
料
館
所
蔵
三
宅
家
文
書
）
。

（２３
）

文
政

一
一
年
八
月

「御
蔵
米
他
国
船
江
売
捌
仕
度
二
付
御
売
下

ケ
之
儀
御
願
書
」
（前
掲

『瀬
戸
内
御
手
洗
港
の
歴
史
』
四
七
三

～
四
七
五
頁
）。

（２４
）

泉
康
弘

「瀬
戸
内
水
運
に
よ
る
阿
波
藍
の
流
通
」
（前
掲

『産

業
の
発
達
と
地
域
社
会
し

一三
ハ
頁
。

（２５
）

こ
れ
ら
の
中
央
米
穀
市
場
で
あ
る
大
坂
市
場
に
対
抗
す
る
地
方

米
穀
市
場
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
本
城
正
徳

『幕
藩
制
社
会
の
展

開
と
米
穀
市
場
』
（大
阪
大
学
出
版
会
、　
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（２６
）

斎
藤
善
之
氏
は
、
羽
州
加
茂
港
を
中
継
点
に
新
潟
～
加
茂
地
域

市
場
圏
、
加
茂
～
秋
田
地
域
市
場
圏
、
最
上
川
流
域
市
場
圏
を
設

定
し
、
こ
れ
に
全
国
市
場
圏
を
結
び
つ
け
た
重
層
的
市
場
圏
を
描

い
て
い
る

（斎
藤
善
之
前
掲
論
文
、
四
五
～
七
五
頁
）
。
斎
藤
善

之

「明
治
初
年
の
東
北
日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
地
域
市
場
圏
と
全

国
市
場
」
η
市
場
史
研
究
』
第

一
八
号
、　
一
九
九
八
年
）。

（う
え
む
ら
　
ま
さ
ひ
ろ
ｏ
和
歌
山
大
学
教
授
）
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